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懐かしいふるさとの写真
約600点を厳選収録！

わかりやすい解説や
身近な話題が満載！

▶宮島桟橋　明治 35 年、民間航
路の開設とともに開業。同 39 年
に国有化され、以降、今では少
なくなった鉄道連絡船の「駅」
として、現在も本土と厳島とを
結んでいる。写真の建物は現在
のフェリーターミナルの南西に
あった。左端に見える石碑は、
全島が史蹟・名勝に指定された
記念として昭和 6 年に建立され
たもので、現存する。〈廿日市市

（旧宮島町）・昭和 27 〜 29 年・
提供＝呉市（B.Everest 氏）〉

▼大竹和紙の巨大鯉のぼり　全長 21 メートルという特大サイズの鯉のぼり
の製作風景。昭和 50 年、広島東洋カープの悲願の初優勝が見えてきたころ、
広島銀行から極秘裏に製作の依頼を受けた。大きすぎて作業場ではつくる
ことができず、商工会議所を借りて作業に励んだとのこと。初優勝決定と
ともに広島銀行本店ビル（広島市）上に舞った。〈大竹市・昭和 50 年・提
供＝大石雅子氏〉

◀︎管弦祭で宮島に集まる漁船　管弦祭
は毎年旧暦 6 月 17 日に挙行される厳
島神社最大の神事で、神社を造営した
平清盛が、都で流行の船遊びをもとに
創始したとされる。かつては写真のよ
うに祭りが近づくと、近隣の島々や漁
港から家族ぐるみでやってきた漁船が
浜を埋め尽くす様を見ることができた。

〈廿日市市（旧宮島町）・昭和 47 年・
提供＝廿日市市宮島歴史民俗資料館〉

▼廿日市を駆け抜けた東京五輪聖火リ

レー　国道 2 号を東進する聖火ラン
ナーを廿日市町役場屋上から撮影した
もの。聖火をひと目見ようと集まった
たくさんの人たちが沿道を埋める。手
前は可愛川と榎浦橋、奥に写るのは移
転前のマルニ木工。〈廿日市市・昭和
39 年・提供＝斉藤親矩氏〉

◀︎賑わう冠高原スキー場　冠高原は広島県第 2 位の標高を誇
る冠山の南麓に広がる。戦後に開発が始まり、高度経済成長
によりレジャーブームが到来すると、広島市などから日帰り
で行ける観光地として人気を集めた。冬季に開かれたスキー
場も地元客を中心に多くの利用者があったが、雪不足やス
キー人口の減少などで平成 10 年代に閉鎖された。〈廿日市市

（旧吉和村）・昭和 40 年代前半・提供＝岡田俊章氏〉

胸が熱くなる
思い出の情景がよみがえる！

ご家族、ご近所、ご友人、
みなさまで楽しめる！

▶津田高校の創立 5 周年

記念行事　農業科 3 年生の
生徒らによる仮装行列の
ようす。津田高校は現在の
佐伯高校。昭和 21 年、県
立津田農学校として開校、
同 23 年に津田農林高校と
なり、翌 24 年に津田高校
と改称、普通科、農業科、
生活科を置いた。佐伯高校
の名になったのは同 43 年
のことである。〈廿日市市

（旧佐伯町）・昭和 28 年・
提供＝寺前義之氏〉

◀︎宮島タワーからの眺め　宮島タワー
は、宮島口桟橋付近の観光商業施設・広
電宮島ガーデンに併設されていた高さ約
60 メートルの観光タワーで、昭和 41 年
にオープン。上部に回転する展望台を備
え、360 度の大パノラマを楽しむことが
できた。時代の移り変わりにより役割を
終え、平成 9 年に閉鎖解体。現在、周辺は、
駅の移設を含めた大リニューアル工事の
真っ最中である。〈廿日市市（旧大野町）・
昭和 42 年・撮影＝谷口行雄氏〉


